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中村浩樹
論文内容の要旨
本研究では、インプラント体の表面性状の違いがインプラント周囲炎による骨吸収に与える影響を
検討するため、雌性ビーグル犬5匹を用いて下顎第3および第4前臼歯を抜歯し、2か月後同部位に
ハイドロキシアパタイトコーティング(HA)と陽極酸化表面処理(AnO)インプラント体を左右1
本ずつ埋入した。インプラント体埋入3か月後に2次手術時を行い、同時にヒーリングアバットメン
トヘ絹糸を結紫しインプラント周囲炎を惹起させた。結紫後24週のインプラント体周囲組織の経時的
な変化を､臨床症状と歯科用エックス線写真およびマルチスライスCTによる骨吸収の評価により検討
し、以下の結果を得た。
1.臨床症状の歯周病学的パラメータに関する評価では、インプラント周囲へのプラークの付着と
周囲粘膜に炎症を認めたが、表面性状の違いによる差は認めなかった。
2．経時的な骨吸収量は、絹糸結紫時と比較して、HAインプラント体は早期から有意に増加して
いたが、AnOインプラント体では24週目まで有意な変化を認めなかった。
3.HAインプラント体の骨吸収の変化量は、結紫後20,24週において、AnOインプラント体より
有意に大きな値を示した。
論文審査の要旨
本研究では、インプラント体の表面性状の違いが実験的インプラント周囲炎による骨吸収に与える
影響について、HAとAnOのインプラント体を用いて肉眼的およびエックス線学的に検討を行ってい
る。その結果、HAインプラント体はAnOインプラント体と比較して歯周病学的パラメータに違いは
ないもののインプラント周囲炎における骨吸収量が大きいことが示された。以上は、歯学に寄与する
ところが多く、博士（歯学）の学位に値するものと審査する。
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最終試験の結果の要旨
中村浩樹に対する最終試験は、主査代居敬教授、副査沼部幸博教授、副査宮坂平教授
によって、主論文を中心とする諸事項について口頭試問が行われ、優秀な成績で合格した。
